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北松分校 研究部



研究主題

「子どもたちの学びを深めるＩＣＴの活用」
～教師のＩＣＴ活用能力の向上と、ＩＣＴを活用した授業づくり～
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Ｐ1 



研究の目的

（１）ＩＣＴを活用した授業づくりや授業改善を行い、子どもたちが、一人一人

の認知や状態に応じた学習や協働的な学習を深められるようにする。

3
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（２）ＩＣＴの効果的な活用を通して、情報活用能力の育成や教科等の指導

の充実を図る。
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研究仮説

教師の指導力向上
「慣れる・活用する」

「普段使い・ＩＣＴの良さを生かす」

子どもたちの学びを
深める

〇ＩＣＴ機器を活用した
授業づくり（一人一授業）
〇授業検討会
〇アプリに関する研修会
〇実践事例集の作成
・学習効果の検証
〇情報教育全体計画及び情
報活用能力の体系表の作成
と活用

〇様々なアプリの日常的な活用
・基本的な操作技術
・個別最適な学び
・プログラミング的思考
・情報モラル教育
〇協働的、双方向の学び

Ｐ２ 

ＩＣＴを効果的・効率的に活用した授業を組み立て、検討会を通して授業改善に取り
組むことにより、教師の指導力や授業の質が向上し、子どもたちの学びが深まるであろう。
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研究内容
Ｐ２ 

多様で大量の情報
を収集、整理、分
析、まとめ、表現
することができる

距離にかかわりな
く相互に情報の発
信・受信ができる

時間や空間を問わ
ずに、音声、画像、
データなどの蓄積、
送受信ができる

平成28年12月中央教育審議会答申より 

（１）「ＩＣＴの三つの良さ」や「情報活用能力の八つの要素を意識

した授業づくり
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Ｐ２ 

「情報活用能力の３観点８要素」

小学校指導要領より 

Ａ 情報活用の実践力

Ｂ 情報の科学的な
理解

Ｃ 情報社会に参画
する態度

情報モラル・セキュリティプログラミング的思考

情報収集

情報の整理・比較

基本操作 統計

発信・伝達 保存・共有
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研究内容
Ｐ２ 

（２）「情報教育全体計画」「情報活用能力体系表」の策定に関する研究



Ｒ３年度
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知る・

慣れる

慣れる・
活用する

Ｒ４年度

一人一授業

内部講師による研修
・keynote
・オムレット

授業検討会

出前講座
「アプリの紹介」

実践事例集
作成

一人一授業

内部講師による研修
・情報モラル教育
・情報活用能力の育成
・プログラミング思考
・プログラミングアプリ
（viscuit ・scratch）

Teams Forms keynoteの活用

出前講座
「Teamsの活用」

実践事例集
作成

Ｐ３ 

研究計画



Ｒ５年度
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一人一授業

内部講師による研修
・情報モラル教育
・Teams
・プログラミング的思考の育成
・プログラミングアプリ
（Swift、playgroundsなど）

「情報教育全体計画」
「情報活用能力体系表」

の作成と活用

授業検討会

Ｐ４ 

「普段使い・ＩＣＴの良さを生かす」

研究経過

生徒へのＩＣＴ活用に
関する意識調査 など



研究の実際

①教師に向けた各種アプリの操作研修

Ｐ5 

（１）「ＩＣＴの三つの良さ」や「情報活用能力の八つの要素を意識

した授業づくり



②実践事例集

Ｒ３年度

３７事例
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Ｒ４年度

７４事例

小中学部 アプリの
活用

高等部
keynoteの教材、
学習ツール活用

keynoteの教材、学習ツール活用

Teamsによる双方向の学び

Ｐ6 



③授業プランシートを活用した一人一授業

①本時のねらい
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Ｐ6 資料② 

②ＩＣＴの効果

③育成したい

情報活用能力



④授業検討会
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Word文書Ｐ7 

教材、指導アイデアの
共有

授業についての良い
点、改善点の共有

小学部から高等部までの
児童生徒の実態の共有



情報活用能力は、各学校でより具体的に捉え、児
童生徒の発達段階や教科などの役割を明確にしな
がら教科横断的な視点で育んでいくことが重要で
ある。（文部科学省ＨＰより）

（２）「情報教育全体計画」「情報活用能力体系表」の作成と活用



20XX Contoso のビジネス プラン 15

特別支援学校で「情報教育全体計画」や「情報活用能力体系表」
を先行研究している学校は少なかった。

文部科学省が作成した体系表の例や、東京都教育委員会
が作成した東京モデルなどを参考にしながら、本校児童
生徒の実態を踏まえた知的障害教育による本校独自の

「情報教育全体計画」と「情報活用能力体系表」
を作成した。

６月、７月の全体研修で作成
→ ２学期に実践
→ １２月の全体研修で
振り返り

Ｐ7 資料③④ 



作成と活用の視点
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Ｐ7、 資料③④ 

〇学校の教育目標から情報教育の目標を掲げ、各学部で育成したい力を段階
的に明示し、かつ地域、家庭との連携を図る多角的な視点を示した全体計画
であること。

〇小学部１段階から高等部２段階までの系統的なつながりが分かる体系表で
あること。

〇体系表で完結せず、育成したい力を明確にした授業構想につながる体系表
であること。

〇実態把握と育成状況の目安に活用できる体系表であること。



情報教育 全体計画

20XX Contoso のビジネス プラン 17

学校教育目標 学校全体でど
のように取り
組むのか

保護者や地域
の願い

北松分校情報教育
のねらい

資料③ 



情報教育 全体計画

20XX Contoso のビジネス プラン 18

何ができ
るように
なるのか
～資質能
力の三つ
の柱

小学部、
中学部、
高等部の
系統性を
示した。

資料③ 



情報教育 全体計画

20XX Contoso のビジネス プラン 19

道徳教育との関連

各団体との連携、活用する情報機器

資料③ 
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結果と考察
Ｐ9、10 

生徒アンケート（中学部、高等部３２名）

・授業でパソコンやタブレットを使ったことがある。
・パソコンやタブレットを使った授業は楽しい。
・授業でパソコンやタブレットを何のために使っているのか考えている。
・パソコンやタブレットを使った授業は分かりやすい。
・キーボードで数字や文字を入力することができる。
・タブレットやデジタルカメラを使って、目的に合った写真や動画を撮ること
ができる。

・タブレットで写真を編集することができる。

子どもの学びの深まり
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子どもの学びの深まり

Ｐ9、10 

生徒アンケート（中学部、高等部３２名）

・知りたいことをインターネットで調べることができる。
・自分に必要な情報を選ぶことができる。
・パソコンやタブレットを使って、発表するスライドを作ることができる。
・友達と一緒に、調べたことをパソコンやタブレットを使ってまとめることが
できる。

・パソコンやタブレットを使って発表すると相手に伝えやすい。
・友達の作品を大切にすることができる。
・自分で発信することに責任をもつことができる。
・情報を受け取る相手の気持ちを考えることができる。
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子どもの学びの深まり
Ｐ9、10 

生徒アンケート（中学部、高等部３２名）

・キーボードで数字や文字を入力することができる。

・タブレットで写真を編集することができる。
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子どもの学びの深まり

Ｐ10 

＜小中高全体＞

• アプリを活用して、意欲
的に学ぶ。

•基本操作の向上

•双方向の学習の実現

＜小学部＞

•視覚的な教材が理
解の手助けになる。

＜中学部 高等部＞

•書くことへの苦手意識
の軽減

Keynoteの活用⇒
新たな表現方法の一つ



教員の指導力の向上
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～ＩＣＴ活用指導力チェックリストより～

Ｐ11、12 

 Ｃ－４ 児童生徒が互いの考えを交換し共有して話し合いができるように、コンピュータやソフトウエ

アなどを活用することを指導する 

         

児童生徒のやる気
を引き出せる

教材作成の簡易化

職員全体のスキルアップ・活用意欲の高まり

情報共有の手軽さ



ＩＣＴを活用した授業づくりの良さ
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Ｐ13 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴを活用

した授業 

教材作成の

簡易化 

時間短縮 

フィードバック

の共有 

イメージアップ 分かりやすい

視覚情報 

デジタルカメラ、ビデオ 

     ↓ 

iPad 

学ぶ時間の確保、拡大 

知的障害教育で子どもが苦手

としている部分を助ける 

視覚支援の充実 

直感的な操作 

因果関係の理解 

 

即時的 

学び合いのしやすさ 

ペーパーレス 

アプリの活用 

教師も子どもも使いな

がら慣れてきた 



＜教育課程の改善＞
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小学部

・Ｒ４年度

生活単元学習

「タブレットを触ってみよう」

・Ｒ５年度

生活単元学習

「情報モラル」「プログラミング」

中学部

・Ｒ４年度

総合的な学習の時間

「情報機器を使おう」

Ｐ13 

＜情報活用能力体系表＞

考察

身に付けさせたい
能力は何か

授業の中でどの
ように身に付け
させたいか



成果
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＜児童生徒の変容＞

操作スキルの向上

学習の広がり・意欲の向上

情報モラルへの意識

自分たちの力でどうにか使おうとする意識の
高まり

Keynoteの活用

Ｐ14 

成果と課題



成果
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＜教師の変容＞

意識改革・普段使い

活用の広がり

活用の有効性 情報活用能力体系表の活用

校内研究会の効果

Ｐ14、15 



課題
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＜児童生徒にとって＞

情報モラル

指示待ち⇒主体的な活用に至っていない

操作の難しさ

学習内容＜タブレット操作

Ｐ15 

操作能力の格差



課題
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＜教員にとって＞

活用の広がり

情報モラル教育

タブレット端末の持ち帰り

スキル不足

Ｐ15、16 
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今後の展望

教師の指導力向上
「慣れる・活用する」

「普段使い・ＩＣＴの良さを生かす」

子どもたちの学びを深める

Ｐ16 

土台

さらなる活用
場面の広がり



ありがとうございました

校内研究、お疲れ様でした。

今後も「どうせやるなら楽しく！面白く！」
という気持ちで研究を進めていきましょう。
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次年度の方向性
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教育課程（系統性） 思考力・表現力

主体的で対話的で深い学びを目指
した授業づくり

自立活動

地域とともにある学校づくり

～アンケートより～ 



次年度の方向性
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グループ検討会で、どんな研究をしたいのか具体的
な取組を考える。

２月６日（火）


	スライド 1: Ｒ３～Ｒ５年度 　　研究のまとめ
	スライド 2: 研究主題
	スライド 3: 研究の目的
	スライド 4: 研究仮説
	スライド 5: 研究内容
	スライド 6
	スライド 7: 研究内容
	スライド 8: Ｒ３年度
	スライド 9: Ｒ５年度
	スライド 10: 研究の実際
	スライド 11: ②実践事例集
	スライド 12: ③授業プランシートを活用した一人一授業
	スライド 13: ④授業検討会
	スライド 14: 情報活用能力は、各学校でより具体的に捉え、児童生徒の発達段階や教科などの役割を明確にしながら教科横断的な視点で育んでいくことが重要である。（文部科学省ＨＰより）
	スライド 15
	スライド 16: 作成と活用の視点
	スライド 17: 情報教育　全体計画
	スライド 18: 情報教育　全体計画
	スライド 19: 情報教育　全体計画
	スライド 20: 結果と考察
	スライド 21: 子どもの学びの深まり
	スライド 22: 子どもの学びの深まり
	スライド 23: 子どもの学びの深まり
	スライド 24: 教員の指導力の向上
	スライド 25: ＩＣＴを活用した授業づくりの良さ
	スライド 26: ＜教育課程の改善＞
	スライド 27: 成果　　　
	スライド 28: 成果　　　
	スライド 29: 課題
	スライド 30: 課題
	スライド 31: 今後の展望
	スライド 32: ありがとうございました
	スライド 33: 次年度の方向性 
	スライド 34: 次年度の方向性 

